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■キャンサーネットジャパン沿革
南雲吉則（現代表）、吉田和彦（現理事長）他、数名の有志の医師が、1990年代既に米国

にあったNCIが提供するがん患者向け情報冊子、PDQの翻訳を通じ、日本のがん患者への情報
提供（冊子・書籍媒体、Web情報など）を開始した。

その後、日本における患者中心の医療の普及のため「セカンドオピニオン」・「イン
フォームドコンセント」の啓発、「科学的根拠に基づく医療」の普及のため各種書籍出版・
シンポジウム・教育講座等を行ってきた。

■キャンサーネットジャパンのMission Statement（ミッション・ステイトメント）
キャンサー・ネット・ジャパンは、様々な活動を通じて、各種がんにおける標準的治療の

確立と、関連・協力施設による標準的治療の提供・実施、及びその普及・啓蒙・教育を行い、
多くの市民・がん患者が、最良のがん医療にたどり着き、患者中心の医療の普及に資する事
を目的とします。

また、患者・国民の立場に立ち、日本のがん医療における問題点を明らかにし、広く問題
提起する事により、がん医療の問題解決にも貢献します。

■キャンサーネットジャパンのVision（ビジョン）
キャンサー・ネット・ジャパンは、CNJのPolicyに賛同し、援助する組織・個人、活動する

組織・個人、全てに有形・無形な利益をもたらすNPO法人である事を目指します。
また、日本における医療・がん医療に関与するNPO法人の多くは、概して小規模で、経済

的基盤も十分でないため、社会への貢献・影響は小さいものとなっています。
キャンサー・ネット・ジャパンは、これまでの活動の歴史・経験を生かし、時代の変化に

対応し、医療（がん医療）に貢献するため、新しい日本における医療NPOのモデルを構築し
ます。



がん対策基本法基本理念

第二条 がん対策は、次に掲げる事項を基本理念として行われなければなら
ない。

一 がんの克服を目指し、がんに関する専門的、学際的又は総合的な研究を
推進するとともに、がんの予防、診断、治療等に係る技術の向上その他の研
究等の成果を普及し、活用し、及び発展させること。

二 がん患者がその居住する地域にかかわらず等しく科学的知見に基づく適
切ながんに係る医療（以下「がん医療」という。）を受けることができるようにす
ること。

三 がん患者の置かれている状況に応じ、本人の意向を十分尊重してがんの
治療方法等が選択されるようがん医療を提供する体制の整備がなされること。
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Group A
医療を提供するｸﾞﾙｰﾌﾟ

■医師
・臨床腫瘍内科医
・腫瘍担当外科医
・放射線腫瘍医
・病理医
■看護師
■薬剤師
など、直接的に医療を
提供するｸﾞﾙｰﾌﾟ

Group B
医療をｻﾎﾟｰﾄするｸﾞﾙｰﾌﾟ

■ｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ
■医療ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ
■保険士
■技師
■ｸﾘﾆｶﾙ・ﾘｻｰﾁ・ｺｰﾃﾞｨ
ﾈｰﾀｰ
■ﾃﾞｰﾀﾏﾈｰｼﾞｬｰ
など医療を側面からｻ
ﾎﾟｰﾄするｸﾞﾙｰﾌﾟ

Group C
影響を与えるｸﾞﾙｰﾌﾟ

■がん患者や家族
■患者団体
■ﾏｽﾒﾃﾞｨｱ・報道
■厚生労働省など行政
■各種政党
■企業（製薬を含む）
■社会一般世論
など医療を受け、医療
に影響を与えるｸﾞﾙｰﾌﾟ

現在のがん医療における問題は、それぞれのGroup内の知識・情報の共有
の欠如、各Group間のコミュニケーションの欠如が大きな原因の一つです。
ここに隠されたニーズ（各グループが感じない）が存在し、今後この領域の

Solutionに関与します。

Dr.UenoDr.Ueno with M.D Anderson Cancer Centerwith M.D Anderson Cancer Centerの発表スライドをモディファイしたものです。の発表スライドをモディファイしたものです。
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Medical Supplier
医療提供者

Medical Consumer
医療消費者

Government
国（厚生労働省）・医療行政者

Cancer Net Japan
- 構成員 -

患者・家族・ボランティア
医師・看護師・薬剤師
医療コーディネーター
一般企業・製薬企業

などあらゆるStakeholders



がん支援民間組織・NPO（いわゆるThird Party）に対する公的経済的サポート

米国のがん医療をサンプルに取れば、がん医療に対する関心を持つ事への普及・啓蒙、がん患者への情
報提供は、国家・医療施設・医療者のみからではなく、各種民間団体・NPO法人・患者団体、民間企業も
大きな役割を担っています。

乳がん領域におけるSusan Comen、膵臓がんにおけるPan Can、各種がんの患者団体の活動の他、2006
年ASCO（全米臨床腫瘍学会）でAwardを受けたランス・アームストロング基金（Lance Armstrong 
Foundation）などがあります。

これら団体の活動は、民間とはいえ、本邦においては十分な国民の認識のない抗がん剤治療臨床試験の
意義の普及・啓蒙や、情報提供、臨床試験への資金提供をも行うまでに至っています。

近年、本邦においても、大阪で開催された第1回がん患者大集会などを機に、各地にあるがん患者団体
やNPO法人の活動も活発化し、またこれらが集約された「がん患者団体支援機構」、「がん患者ネット」
など、比較的規模の大きい活動もみられるようになってきました。

しかしながら、米国の団体と最も異なる点は、本邦における活動団体のほとんどが小規模であり、経済
的な基盤を持たないため、その継続的な活動と、活動自体が制限されている事にあります。現在これらの
活動に参加する方々は、関与する時間と経済基盤がある方々、あるいは相当に自己犠牲を伴い関与してい
る方々であるのが現状です。

このような背景より、官民一体となり、がん医療の重要性を普及・啓蒙するためにも、活動及び発信す
る情報の信頼性が担保された団体（事前に認定のレギュレーションを作成する必要があります）には、
種々の優遇措置を取る事が望まれます。

すなわち、①がん対策予算からの認定団体への活動資金援助、②認定団体への低金利の活動資金融資制
度、③税法上の優遇制度の適応、④各種企業から認定団体への寄付金に対する税制上の優遇制度、などが
必要と思われます。

現在、多くの患者団体他が、がん患者により運営されている事は、継続的な活動を阻害する要因であり、
米国同様、患者以外の参画が必要であると思われます。また、経済基盤がない事から、活動基盤である事
務所の確保さえできない団体が多く、これらの公的サポートも望まれます。

今後、がん医療対策には、患者団体、NPO、各種団体の関与は必須であり、これに取り組まれる事を希
望します。


